
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大切なわが子を災害から守るために 

      ～「もしも」に備え、家庭の防災力を高める～  
                                       旭川市立新富小学校     

校長 工 藤    真 
 

早いもので、２学期が始まって１か月が過ぎました。子供たちは、日々の学習や学校生活に加え、これか

ら予定されている学芸会に向けても、それぞれが目標をもちながら準備や練習に取り組んでいます。 

さて、９月１日は「防災の日」でした。毎年この時期には、全国各地で防災に関する取組が行われていま

す。本校でも、９月１日は水害を想定した「垂直避難訓練」、９月８日は交通事故防止のために「ダミー実験

教室」、２４日は不測の事態に対応するための「お迎え下校訓練」等、様々な危機管理に対する取組を進め

ています。本州では、地震や水害等で多くの被害が出ています。また直近では、９月１２日に十勝岳の噴火

警戒レベルが３に引き上げられるなど、私たちが暮らす北海道においても、災害を決して「遠いところの出

来事」と考えることはできません。 

地震、大雨、洪水、土砂災害、火山噴火、そして冬の大雪など、災害はいつ、どこで起こるか分かりませ

ん。だからこそ大切なのは、「災害が起きたらどうするか」を、起きてから考えるのではなく、平常時から家族

で考え、備えておくことです。 

学校では、避難訓練や防災に関する学習などを通して、子供たちが災害発生時に自分の命を守るため

の行動を身に付けられるよう取り組んでいます。しかし、学校での取組だけで防災意識を高めることはでき

ません。子供たちが実際に災害に遭遇するのは、学校にいるときとは限らないからです。そこで、ぜひこの機

会に、ご家庭でも「もし、今、大きな地震が起きたら？」「大雨で避難が必要になったら？」「家族が別々の

場所にいたら？」といったことを話題にしてみてください。防災について家族で話すことは、単に非常食や防

災グッズを準備することだけではありません。「自分の命を自分で守る」ために、子供自身が考え、判断し、

行動する力を育てることにもつながります。以下、家庭で確認しておきたい「防災の 5 つのポイント」です。 

① 自宅周辺の危険を知る～ハザードマップを家族で確認 

② 避難場所・避難経路を確認する～「どこへ避難するのか、どの道を通るのか」を確認 

③ 家庭の備蓄を見直す～１週間分程度を目安に備える 

④ 家族の連絡方法を決めておく～「誰に連絡するのか、どこに集合するのか」等を確認 

⑤ 「自分の命は自分で守る」ことを話し合う～子供自身が考え、行動できるように確認 

災害への備えは、特別なことを始める必要はありません。家族で上記のことを確認するなど、こうした小

さな取組の積み重ねが、いざというときの大きな力になります。 

学校と家庭がそれぞれの立場で防災について考え、子供たちに「自分の命を自分で守る力を育てていく

こと」が、私たち大人にできる大切な防災教育の一つではないでしょうか。大切な新富っ子の命を守るため

に、学校と家庭、そして地域が力を合わせて、日頃から「もしも」に備えていきたいと思います。ご家庭でも、

ぜひこの機会に、お子さんと防災について話す時間をつくっていただければ幸いです。 
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